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【研究の背景・目的・内容】 

従来、幼児期後半である４，５歳の時期の人間関係は、親から友人へと移行するといわれてきたが、習い

事の影響などにより、幼児期の対人関係の経験は、家庭での経験の比重が大きくなっており、４，５歳児の

親子相互作用を検討することは重要であると考えられる。 

そこで４，５歳児の親子相互作用と家族コミュニケーションの観察を行い、その特徴を明らかにすること

を試みた。特にどのような親子相互作用の中で、子どもの主体性が育つのかを探るために、子どもの主体

性に注目をした分析を行った。観察を行ったのは、母子、父子の自由遊び場面、片付け場面、家族で「休日

に何をして過ごすのか」についての話し合う場面である。 

その結果、親子・家族の関わりが＜応答・柔軟性＞群と＜侵入性・批判・敵意＞群とに分類できること、＜

侵入性・批判・敵意＞群は＜応答・柔軟性＞群に比べて、母親の抑うつ傾向、育児負担感が高いこと、父親

が子どもの行動の問題を認識していることが明らかになった。 

【応用例、研究の展望】 

 この研究結果を受けて、母親の育児負担感を軽減できるような子育て支援グループや、父親に子どもの発達

段階に応じた行動の理解や関わり方を助言する活動に意義があることが示唆された。今後は、この知見を活か

した子育て支援グループを企画し、その効果研究を行っていきたいと考えている。 

【研究方法の特色】 

親子コミュニケーション、家族コミュニケーションの評定尺度を作成（4，5歳児用、10～11歳児用） 
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討Ⅰ－子どもの行動傾向、親抑うつ、夫婦関係との関連―」『発達心理学会発表論文集』2016 

・塩崎尚美（2019）４，５歳児の親子相互作用と家族コミュニケーション－子どもの主体性との関連からー「日本
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